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2050年に向けた低農素

WHEC2012関連セ

1 . 目的

2. モデルの概要
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1 目的

地感温暖化対績のための低農家エネルギーシステムの研究開鎗が活鎗に実路.
供給サイドでは、低農察エネルギーシステムは、原子力、再生可能エネルギーの
利用、および化石娘料を利用するエネルギーシステムとC02回収・貯留 (CCS)技

術の組み合わせに大別。
C02を揚出しないエネルギー銭術にはそれぞれに不殖実性。

ニ暖化膿索貯留のポテンシャJII
再生可能エネルギーの経済性の向上

将来の原子力シナリオ

識が固のC02揚出削減回線は複数週択肢が示されているが、地琢温暖化対策のた

めの世界全体での削減が相当量の削減が必要。
C02削減に大きく貫献できる技術オプションとして海外で安価な低農繁水衰を製
遭し導入するエネルギーシステムを検肘。
厳しいC02制約において低股，農水素が利用可能な条件を段定し、世界市場を評価。
手法として、統合野偏モデルGRAPEのエネルギーモジュールを用いる.

IIA震T刷、stituteof Applied E附

水穫は、オセアこアおよびその他アジア地繊の縄.由来、中東の天然ガス由来、その他
爾米の鳳力由来のエネルギーにより観遣される.
国際備選は濃化した後、海上繍送を仮定.
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石本祐樹

世界を15地層に分割

1 力ナず 20 USA 3 西欧 4 日本 5 オセアニア

6 中国 7 その他アジ7 8 インド 9: c伊東・北アフリカ 10サハラ以南アフリ力

11 ブラジル 12その他ラテンアメリカ 13 中欧 14車欧 15ロシア

2 3 The Institute of Applied Energy 鈍ESS定例研現金初均年7月13S

日本向け水猿コストの内訳(倒)
ー 陸揚げ直後の価格 (=CIF価格+絹地 ・気化費用)
褐膿由来は.遭コスト・ CCSコスト天然ガスおよび風力由来では原料・製造
コストが大きな割合を占める。
2， 000.....2， 700USD/t oe 

107kca I 

個 日本向け水寵コストの内訳 (2020年断菌、原嶋l孟グレードO、ccsは稽水層の値を
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C02削減の効果

鰯問符 CCSヘ産業)

鯨餓欄 CCSへ水素製造)

綿綿器 削減(運繍)

糊輔醐 削減(発電)

A ネット排出量(BAU)

鵬輔掛 CCSヘ発電)

繊繊蹟 削減(定置)
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水素需要量(世界)

水素需要量(世界計)
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…… ネット排出量 (C02
制約有)

2050隼にBAUに出べて343億トン∞2削減する。
.水繁製造時のCCSの削減量への寄与は17%
. ，事態可能エネルギ目dH長*漢の削減分る護事..o円、ま霊続審or習に望書家れる.
S:民主主どまとま îJ す-訟で;ずが'"読ま~常務 士衛機糊酬嚇糊絢輔轍緑樹線側勝験線機婦酬
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①Large Hydrogen 
水震社会にお付る需要に見合う大規績な水察制遭(特に自動車向付)につい
ての鶴箇

-現状の水震は、ほとんどが化石煽料由来
.将来的な水震源

-天然ガス+CCS
・再生可能エネルギー (waslegas，水電解)
・新緩衝(藩敵趨を用いるガス化)

2020年に観遣する水震の.低限50%をカーボンフリーとする回線も(ヱ
アリキード)。

インフラ企黛もPower 10 Ga 5 (後遺)を検討

誠一… 品川 S. . .".. ，ま~，ぬ山川 v 

t漢詩控 室毅禁議i語;議機綴語電車京i ミ詑ミぉ:ぷ干高噌円認

C02携出削減目楓遭成に大きく貢献できる技術オプションとして、海外で安価な
C02フリー水穫を創造し各地鼠ヘ海入するエネルギーシステムを検肘。
厳しいC02制約において統合評価モデルGRAPEのエネルギーモジュールを用い、低
炭.水濃の世界市喝を静価。
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{エ.，プロ昔ヲトの大賞骨割園水源自民舗に闘す事内.')

Innoullon lor a suslalnlble energ， 
IIoU柿崎!t肺$111凶q阿

(エアプロ賓ヲトの大鋸慎水震候鎗に闘する肉.2:再生可偉エネルギー
に篇点)

制I・M・tlve制d個削，Ing'・chs・10811園cl“Iftg111" tcal. 
~，drogea ぞ

*J隆司..
t常界の氷雪量調EヨEは、2050年において1S19Mtoe(5.印刷糾程度で漣織と定置調書寮肉け.2050年
にはう骨2露、中箆、 mi欧、インドの4i1!!憾の籍軍l.tJ'9積書草を占める。

"'. 大鋭機然環にお付る氷繁の司自~mはない。
窓慣用

2025~から水量EのiI綾織鱗における利用が総*るe
2040~手から11<祭GTの利用が始*る。 11<繁GEの利F容はガスタービンiこ銘べると少ない.

遣事白書官門
-選鎗豊富門では、 t量"では、 2020~lこFCV、 PHEV‘ EVの導入が隙始さオ1.. 2050若手でi事、内燃機関

f1iI動車(水.ICE.バイオICE含む、 PHEVt目撃<)14.1%5:で鏡下
• FCVは、 2050重容で保有俊敏で18%、ヱネルギーj資質量で24%のシェア<11<.ICE自動取を鰍

<) • 

9 

民 n，chr・eb，~nb rl d ，. 

験擬義論
HESSlt例研究会 2012隼1A13S

際金総 !"いCu2普織の"Fではき締約t:::抵絞殺械の大純子械が糊される湾
......，....議後がおるヵ

HEssllt例研覧会 2012年7.1113日

[口J
2∞o 2010 2020 2030 2040 2050 

・ 世界の*'隆灘署喜~、 2050ままで1. 368M!悦 (5.3妥協約緯度で道線と定置鱒饗向け。
2050隼には米顔、Et濁、踏襲費、インドの4綴織が水幾の需要最の約911をおめる場

. 7c銭媛事警官憶は導入されない。

1A1護鍛霊トTheIn附n附附可碍鴎s討titれ附t

8 llJt1霊 TheInstft山 ofA附

③エネルギーモデル関連研究
P. Dodds and W. McDowal1ωniversily College Londonl. Hydrogen 
Transilion in Ihe UK 
・胤限AL;モデルを利用した英国内にお付る水，帳簿入のシミュレーション
.水..は、石鹿、電解、天然ガス、バイオマス
・水索需要は、納需要、電力(分倣型FC)、週嶋
.水察導入に膨留を与えるドライパ
-∞s (特にバイオマスC岱)
• FCとバッテリーのコスト

-週繍卸門
..市却における水獲による耳鳴需要の僧加が週M.門の水薫インフラ

の導入を加速する(氷索ステーションへはパイプライン嶋迭を想
定)

・週繍部門はFCVが支配的になるが、 FCV・EVの車両コストが上昇する
と水濠ICEハイブリツドとディーゼルハイブリツドが噌加。

その他、バッテリ一、 FC、シャシーの学習効果を組み入れた自動車普及モデ
ル、 FCV普:aのモデル計算の文献レビューなど.

②Power 10 Gas 
・余剥の再生可能エネルギー由来電力を用いて銀遣した水擦を用いて、水

震供鎗、エネルギー貯蔵、.市ガスのクリーン化等を行う.
・連鱒した2つのパラレルセッションで発表...が行われる

蘭演者所周

• Hydrogenics， Vallenfall， Enbridge， Linde，コンサル他
. 提供可能なサービスの一例

・ ディスパッチ(変動可能な負荷)サービス
.周波数制御サービス
.エネルギー貯蔵サービス
.栂市ガスのクリーン化

エネルギー源、貯蔵規機、水索の周遣の組み合わせとその割合唱事により、.
適な解や限題がある。

他セッションで、特定のシステムのコスト、 IRRの計算などのビジネスケー
スの検討も。
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